
 

 

 

 

遺伝子組換え技術の最新動向  

2024 年 4月 

 

 

植物 

〇ゲノム編集された E3902カメリナがカナダでの実栽培が許可された 

〇国際科学者チームがサトウキビの複雑な遺伝暗号を解読 

〇中国で遺伝子組換え作物の承認と作付けに進展があった 

〇イネタンパク質が植物のストレス抵抗性に寄与 

〇米国農務省動物・植物衛生検査局（Animal and Plant Health Inspection Service ；APHIS)が遺

伝子組換え大麻（ヘンプ）などの認可を発表 

〇日本の研究者がナスのβ-カロテンを増加させた 

〇UNIVERSITY OF BASEL の研究チームがトウモロコシの土壌からのヒ素吸収を減少させる仕組

みを解明 

 

食糧 

〇収量に影響を与えずビタミン B1含量の高いバイオ強化米を開発 

〇アラビカコーヒーの新しい参照ゲノムがその歴史と未来を描く 

〇Moolec Science社が植物での動物性タンパク質生産の米国初の承認を取得 

 

動物 

〇遺伝子組換えバクテリアが自己染色性を持つプラスチックフリーのヴィーガンレザー（植物成分

由来の皮革）を生産 

〇動物バイオテクノロジーの利点をどのように引き出すかを専門家が議論 

 

健康 

〇新しい CRISPRツールが感染症と戦う可能性を生み出す 

〇複数のタンパク質を同時に蛍光標識する新しい手法を開発 

 

環境 

〇作物バイオテクノロジーと気候変動緩和の関連性を明らかにする研究結果 

 

ゲノム編集に関する特記事項 

〇より優れた抗糖尿病植物のための TALEN 

〇ゲノム編集により低ソラニン濃度の遺伝子組換えジャガイモが得られた 

〇ゲノム編集がトマトの果実の成熟を早め、果実の硬度を高める 

〇作物の色を変えることで、ロボットが作物と雑草を区別できるようになる 

 



 

植物 

 

ゲノム編集された E3902 カメリナがカナダでの実栽培が許可された 

 

Yield10 Bioscience社は、このほどカナダ食品検査庁植物バイオセーフティ室が同社の E3902 
Camelina sativa （カメリナ）に関する情報を審査し、E3902は新規形質を持つものではなく、種子

規制第 V部に基づく市販前届出の対象ではないと判断したと発表した。 

 

Yield10社の E3902カメリナは、C3008a、C3008b、C3009の 3つの独自遺伝形質のゲノム編集を

組み合わせたもので、親カメリナ系統よりも油生産量が 5％増加し、種皮の色が薄くなる。E3902

カメリナは引き続き、カナダにおける種子法および規則のその他の適用要件に従うことになる。 

 

Yield10 Bioscience社の Chief Science Officerである Kristi Snell氏は、「ゲノム編集によってカメリ

ナに導入された新しい形質を評価するための科学主導の枠組みがカナダにできたことを嬉しく思

う。また、同社は今後も開発・規制プログラムを計画的に実行し、生産者に改良されたカメリナ新品

種へのアクセスを提供していく予定であると付け加えた。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。Yield10 Bioscience 

 

 

 

国際科学者チームがサトウキビの複雑な遺伝暗号を解読 

 

サトウキビは、その複雑な遺伝的構造から、完全かつ高精度のゲノム解析がなされていない最後

の主要作物であった。米国エネルギー省合同ゲノム研究所（U.S. Department of Energy Joint 

Genome Institute ；JGI）を中心とするフランス、オーストラリア、チェコ共和国、米国の科学者たち

は、複数の技術を開発・組み合わせ、サトウキビの遺伝暗号を解読することに成功した。 

 

サトウキビのゲノムは大きく、一般的な植物よりも多くの染色体のコピーを含んでいる。ヒトゲノムが

約 30億塩基対であるのに対し、サトウキビゲノムは約 100億塩基対である。サトウキビの DNAの

多くの部分は、染色体内でも染色体間でも同一である。そのため、完全な遺伝子の青写真を再構

築しながら、DNAのすべての小さな断片を正しく組み立てることは困難である。研究者たちは、

DNAの長い部分の塩基配列を正確に決定することができる PacBio HiFiシーケンスとして知られ

る新開発の方法を含む、複数の遺伝子配列決定技術を組み合わせることによって、このパズルを

解読した。 

 

完全な参照ゲノムがあれば、サトウキビの研究が容易になり、研究者たちはその遺伝子や経路を、

ソルガムなどのよく研究されている他の作物や、スイッチグラスやススキなどのバイオ燃料作物の

遺伝子や経路と比較することができる。このマップによって、科学者たちは、放っておくと砂糖作物

に壊滅的な打撃を与える可能性のある褐色さび病に対する抵抗性を持つ特定の場所を確認する

https://www.yield10bio.com/press/genome-edited-e3902-camelina-cleared-planting-canada
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/15/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/45/default.asp


ことができた。将来的には、研究者たちはこの遺伝子配列を使って、砂糖の生産に関わる多く

の 遺伝子の理解を深めることもできるだろう。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。Lawrence Berkeley National Laboratory website 

 

 

 

中国で遺伝子組換え作物の承認と作付けに進展があった 

 

中国は、遺伝子組換え（GM）作物の大規模な商業栽培を承認し、農業の効率化を推進し続けて

いる。現在までに、遺伝子組換えダイズ、トウモロコシ、ワタ、パパイヤの商業栽培が承認されてい

る。2023年には、37種類のGMトウモロコシと14種類のGMダイズの栽培が承認されている。3月に

は、GMトウモロコシ27品種とGMダイズ3品種が承認GM作物リストに追加された。 

 

国営の『Securities Times newspaper』紙が業界関係者の話として報じたところによると、中国では

昨年、試験プログラムの一環として、およそ26万7000ヘクタール（66万エーカー）のGM作物が植

えられたという。 

 

農業省が12月に育種家に発行したライセンスは、承認されたGM作物品種をGansu省、内モンゴ

ル自治区、Yunnan省、Hubei省の特定の栽培地域に限定しているが、同省は以前、より広い地域

での試験栽培を許可していた。この広い地域とは、5つの省にまたがる20の県を指している： 2023

年には、Hebei省、内モンゴル自治区、Jilin省、Sichuan省、Yunnan省の5省20県が含まれる。 

 

 

商業栽培の試験結果が良好であったことから、アナリストは今後数年間で、中国内の遺伝子組換

え食品市場が大きく成長すると予想している。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。SCMP article  

 

 

 

イネタンパク質が植物のストレス抵抗性に寄与 

 

パキスタンのBacha Khan Universityなどの研究グループは、MYB転写因子（MYB TF）と呼ばれる

植物タンパク質の一種が、暑さ、塩分、旱魃などのストレス条件下で作物の収量を向上させるかど

うかを研究した。研究成果は『GM Crops & Food』誌に掲載された。 

 

研究者らは、イネ（OsMYB）のMYB TFを分析し、他の植物と比較した。その結果、いくつかのグル

ープで類似した構造と機能が見つかり、MYB TFのうちストレスに対する応答の制御に関与する部

分が特定された。研究チームは、OsMYBの機能を検証するため、Agrobacteriumを介した形質転
換を用いてOsMYB TFをタバコ植物に形質転換した。形質転換した植物をストレス条件に曝すと、

ストレスに対する抵抗性が向上した。 

https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/15/default.asp
https://newscenter.lbl.gov/2024/03/27/sweet-success-researchers-crack-sugarcanes-complex-genetic-code/
https://www.scmp.com/economy/china-economy/article/3257353/6-things-know-about-chinas-gm-food-development-amid-beijings-food-security-push?fbclid=IwAR2o3SqVGOppaF5iAoneF47by3qPvry3rlRSNNtqnqhimpbzbaoI_LBmquo_aem_AUHaT2QJAzyL48V13k1NV7WxVaaDuRJNDQRgNYgq-GDSmf1CdoBpywXPdq03cMQZsHsVlsm31U_ilhutXLGToDxR


 

この研究結果は、遺伝子組換えやゲノム編集によって、より抵抗性の高い作物を開発するために

必要な重要な情報を提供するものである。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。GM Crops & Food 

 

 

 

米国農務省動物・植物衛生検査局（Animal and Plant Health Inspection Service ；APHIS)が遺伝

子組換え大麻（ヘンプ）などの認可を発表 

 

米国農務省は、薬効成分を増やし、精神作用成分を減らした遺伝子組換え大麻（ヘンプ）の認可

を発表した。動物・植物衛生検査局（APHIS）の審査では、改良された大麻は他の栽培植物と比

較して植物害虫のリスクを増大させる可能性は低いと結論づけられた。 

 

Badger Gと呼ばれる遺伝子組換え大麻は、University of Wisconsin 、Wisconsin Crop Innovation 

Centerの科学者によって開発された。Badger Gは、広く規制されていないcannabinoidの一種で、

治療効果を示すcannabigerol (CBG)の濃度を高めている。CBGは、緑内障、炎症性腸疾患、ハン

チントン病に関連する薬効を示すとされている。CBGはまた、他のcannabinoidに比べて生産コスト

が高い大麻化合物の一つである。CBGの改良以外に、研究者たちは遺伝子ノックアウトを用いて、

植物がtetrahydrocannabinol (THC)とcannabidiol (CBD)を生成しないようにした。 

 

USDA-APHISはまた、種子油の品質改良のために改良された2種類のカメリナ、除草剤耐性カノ

ーラ、製品の品質改良と除草剤耐性の改良されたカノーラとブラウンマスタード、製品の品質改良

されたダイズ、真菌耐性ジャガイモなど、他の遺伝子組換え作物にも承認を与えた。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。APHIS 及びBIO 

 

 

 

日本の研究者がナスのβ-カロテンを増加させた 

 

龍谷大学と大阪府立大学の研究者が、β-カロテンを多く含む遺伝子組換えナスを栽培した。こ

れらの作物は人工照明下で栽培された。 

 

ナスはトマトに比べてβ-カロテンのようなカロテノイドが少ない。そのため科学者たちは、ナスのβ

-カロテン量を増やして栄養価を高める方法を模索している。 

 

研究者たちは、細菌Erwinia uredovoraのPSY遺伝子をナスに挿入し、β-カロテンの蓄積を試み

た。その結果、人工光下で栽培したナスのβ-カロテン含量は、温室で栽培した作物の5倍であっ

た。しかし、果実の大きさは小さかった。これは、β-カロテン蓄積によって果実の発達が阻害され

たことを示しているのかもしれない。 

https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/21645698.2024.2334476
https://www.isaaa.org/kc/cropbiotechupdate/article/default.asp?ID=20729
https://www.aphis.usda.gov/news/program-update/aphis-issues-regulatory-status-review-responses-0
https://bio.news/agriculture/bioengineered-hemp-with-reduced-thc-and-cbd-wins-regulatory-clearance/
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/48/default.asp


 

この結果は、人工照明条件下で生育するβ-カロテンが豊富なナスの遺伝子組換え品種を開発

するための貴重な情報を提供するものである。 

 

詳しくは、以下のJ-Stageの記事をお読みください。J-Stage  

 

 

 

UNIVERSITY OF BASEL の研究チームがトウモロコシの土壌からのヒ素吸収を減少させる仕組み

を解明 

 

ヒ素は、汚染された土壌で作物が育つと食品中に蓄積される有害元素である。University of Basel

の研究チームは、トウモロコシの根から土壌中に放出される特殊な物質が、ヒ素の取り込みを抑制

するメカニズムを発見した。 

 

ヒ素に汚染された土壌や水は、世界各地、特にバングラデシュ, ベトナム,  中国などのアジア南東

部で見られる。スイスには、ヒ素が平均以上の濃度で検出される天然のホットスポットがいくつかあ

る。University of Basel環境科学部の Klaus Schlaepp教授によると、ヒ素は化学的にリンと似た挙

動を示し、植物が根にある特殊な輸送路を通して取り込む重要な栄養素である。ヒ素が根から植

物に入ると、より多くの有害物質がバイオマスに蓄積され、食物連鎖に入り込む。高濃度のヒ素暴

露は神経障害やガンを引き起こす可能性があるため、これはヒトの健康にも影響する。 

 

Schlaeppi教授の研究チームは、トウモロコシが benzoxazinoids と呼ばれる化合物によってヒ素の

毒性を軽減することを発見した。これらの物質は、トウモロコシやコムギを含むイネ科の植物グルー

プのほとんどの植物によって生産される。トウモロコシは大量の benzoxazinoidsを生産し、根系を

通して土壌中に放出する。Schlaeppi教授は、トウモロコシは他の植物種よりもヒ素を取り込まない

という証拠があると付け加えた。仮説を検証するため、研究者たちはヒ素を含まない土壌とヒ素を

多く含む土壌でトウモロコシの苗を育てた。また、遺伝的欠陥のために benzoxazinoidsを生産でき

ないトウモロコシの株を使って同じ実験を行った。 

 

その結果、benzoxazinoidsを産生するトウモロコシは、benzoxazinoidsを産生しないトウモロコシに

比べ、ヒ素を含む土壌でよく成長し、バイオマス中のヒ素蓄積量も有意に少なかった。

benzoxazinoidsをヒ素含有土壌に混ぜたところ、変異株もヒ素毒性から守られた。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。University of Basel News & Events 

________________________________________________________________________________ 

 

食糧 

 

収量に影響を与えずビタミン B1含量の高いバイオ強化米を開発 

 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/plantbiotechnology/41/1/41_23.1129b/_article
https://www.isaaa.org/resources/publications/biotech_crop_annual_update/maize/biotech-crop-annual-update-maize-2019.pdf
https://www.isaaa.org/resources/publications/biotech_country_facts_and_trends/bangladesh/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/publications/biotech_country_facts_and_trends/vietnam/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/publications/biotech_country_facts_and_trends/china/default.asp
https://www.unibas.ch/en/News-Events/News/Uni-Research/Corn-reduces-arsenic-toxicity-in-soil.html


University of Geneva (UNIGE）、Zurich工科大学（ETH Zurich）、台湾の National Chung Hsing 

University (NCHU)の科学者チームが、米穀のビタミン B1含有量を高めることに成功した。 

 

コメは、世界人口の半分、特にアジア、南米、アフリカの熱帯地域の主食である。しかし、コメ粒に

はビタミン B1が少なく、精米などの加工によってビタミン B1はさらに減少し、その 90％は失われ

てしまう。研究チームは、コメ粒の滋養組織を特にターゲットとし、農作物の収量を損なうことなく、

ビタミン B1の含有量を増やすことに成功した。 

 

研究チームは、ビタミン B1を胚乳組織に封じ込める遺伝子を発現するイネの系統を作製した。こ

のイネをガラス温室で栽培し、収穫して精米した。研究チームは、これらの系統のイネのビタミン

B1含量が増加することを発見した。 この系統を台湾の実験圃場に播種し、数年間栽培した。分

析された特性は、草丈、1 株当たりの茎数、穀物重量、稔実度であった。NCHU の研究チームは、

改良系統では精米後でもコメ粒中のビタミン B1濃度が 3〜4倍に増加することを確認した。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。UNIGE Media page 

 

 

 

アラビカコーヒーの新しい参照ゲノムがその歴史と未来を描く 

 

研究者らは、高品質なアラビカコーヒー（Coffea arabica）の参照ゲノムを作成し、その起源と気候
変動下での未来を明らかにした。 

 

アラビカ種は、世界で最もよく知られたコーヒー種である。その起源と育種の歴史を研究することで、

気候変動により適応したアラビカ種の新品種が開発される可能性がある。 

 

様々な研究機関の研究者たちが、DNA配列決定技術とデータ科学を駆使して、18世紀の標本と

39種類のアラビカ種の配列を決定した。その結果、アラビカ種は 60万年以上前に 2種のコーヒ

ーの自然交配によって誕生したことが判明した。この研究の共同リーダーの一人である Patrick 

Descombes氏は、「われわれは、最先端の genomicsアプローチを用いて、これまでにない完全か

つ連続的なアラビカ種参照ゲノムを作成した。」と語った。この参照ゲノムは現在オンラインで公開

されている。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。Nature Genetics 
 

 

Moolec Science 社が植物での動物性タンパク質生産の米国初の承認を取得 

 

Moolec Science社が開発した豚肉タンパク質入り遺伝子組換えダイズ「Piggy Sooy」が、米国農務

省動植物衛生検査局（USDA Animal and Plant Health Inspection Service. APHIS）から規制ステ

ータス審査要請に対する回答を得た。APHISは、Piggy Sooyが従来のダイズと比較して植物害虫

https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/37/default.asp
https://www.unige.ch/medias/en/2024/du-riz-biofortifie-pour-lutter-contre-les-carences#:~:text=A%20team%20from%20UNIGE%2C%20together,has%20enhanced%20vitamin%20B1%20content.&text=Vitamin%20B1%20is%20an%20essential,the%20nervous%20and%20cardiovascular%20systems.
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/43/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/43/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/15/default.asp
https://www.nature.com/articles/s41588-024-01695-w#author-information


のリスクを増大させる可能性は低いと結論づけた。従って、遺伝子組換え生物や製品の移動を管

理する APHIS規制の対象とはならない。 

 

2023年 6月、Moolec Science社は、同社の遺伝子組換えダイズには豚肉タンパク質が最大

26.6％含まれていると発表した。同社はまた、その技術に関する特許も取得している。Moolec 

Science社は現在、米国食品医薬品局（FDA）との協議を進めている。この協議プロセスは、Piggy 

Sooyが市販される前の重要なステップである。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。Moolec Science  

 

 

動物 

 

遺伝子組換えバクテリアが自己染色性を持つプラスチックフリーのヴィーガンレザー（植物成分由

来の皮革）を生産 

 

科学者たちはバクテリアの遺伝子工学を利用して、動物成分やプラスチックを含まないレザーを

生産した。この持続可能なレザーは、自己染色特性も持っている。 

 

バクテリアセルロース（BC）は、その生分解性、素材特性、インフラの必要性の低さから、レザーに

代わる有望な素材である。しかし、BCが持続可能であるためには、生産者はより安全な代替染色

方法を見つける必要がある。 

 

この問題を解決するため、Imperial College Londonの研究者たちは、遺伝子工学を用いて、自己

色素化バクテリア・セルロースを増殖させる Komagataeibacter rhaeticus の細菌株を作製した。こ
の新しいタイプのレザーで靴や財布のプロトタイプを作るのに成功した。彼らの研究は、遺伝子工

学と繊維バイオファブリケーションの技術を組み合わせることで、新しいタイプの繊維が生まれる可

能性があることを示している。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。Nature Biotechnology 

 

 

 

動物バイオテクノロジーの利点をどのように引き出すかを専門家が議論 

 

動物バイオテクノロジーは、より持続可能で安全な世界的食糧供給のための有望な技術である。

この技術は、収量の増加、耐病性、気候変動への適応性の向上を通じて、食糧生産を改善するこ

とができる。Virginia Polytechnic Institute教授の Eric Hallerman博士とその共著者らは、CABI 
Agriculture and Bioscience誌に掲載された総説の中で、動物バイオテクノロジーを可能にする規
制の重要性に取り組んでいる。 

 

https://ir.moolecscience.com/wp-content/uploads/2024/04/Moolec-Becomes-First-Molecular-Farming-Company-to-Achieve-USDA-Approval-for-Plant-Grown-Animal-Proteins-2024.04.22.pdf
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/17/default.asp
https://www.nature.com/articles/s41587-024-02194-3


この論文は、動物福祉を強化し、消費者が望む品質の食品を生産する上で、動物バイオテクノロ

ジーが果たす役割を強調している。しかし、これらの利益が消費者に届くためには、明確な規制が

必要である。規制は、特定のバイオテクノロジーがもたらすリスクのレベルに基づいて行われるべ

きであり、従来の育種方法によって同様の結果が得られるかどうかを考慮すべきである。理想的に

は、これらの規制は貿易を円滑にするために国際的に整合がとれているべきである。動物バイオ

テクノロジーの背後にある科学について、一般市民とオープンなコミュニケーションをとることも、信

頼と受容を築く上で極めて重要である。 

 

著者らは、研究者が各国の規制に精通し、規制当局が新技術の背後にある科学を強く理解する

ことを推奨している。この 2つのグループの間で頻繁にコミュニケーションと協議を行うことで、バイ

オテクノロジー製品の承認プロセスを大幅にスピードアップすることができる。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。CABI Agriculture and Bioscience 

 

 

健康 

 

新しい CRISPRツールが感染症と戦う可能性を生み出す 

 

Helmholtz Munich と Technical University of Munich (TUM)の科学者が、Cas13d-NCS と呼ばれ

る新しい CRISPRツールを開発した。この研究結果は『Cell Discovery』誌に掲載された。 

 

SARS-CoV-2のような RNA ウイルスは、患者数の増加により、世界的な脅威であり続けている。そ

のため研究者たちは、これらの感染症と戦うための抗ウイルス戦略の強化に注力している。

CRISPR-Cas13は、RNAを標的とすることに大きな可能性を示しているが、多くの RNA ウイルスが

複製する細胞質では限界がある。 

 

そこで科学者たちは、核内の CRISPR RNAを細胞質に輸送し、正確な RNA修飾を可能にする画

期的なシステム、Cas13d-NCSを開発した。この新しいアプローチは、mRNAの標的を破壊し、自

己複製 RNAを中和する有効性を実証している。「Cas13d-NCSを用いた抗ウイルス剤開発におけ

るこのブレークスルーは、現在進行中の RNA ウイルスとの戦いにおける極めて重要な力である。」

と本研究のコーディネーターであるヴWolfgang Wurst教授は言っている。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。Helmholtz Association of German Research Centres 及び

Cell Discovery 

 

 

 

複数のタンパク質を同時に蛍光標識する新しい手法を開発 

 

https://cabiagbio.biomedcentral.com/articles/10.1186/s43170-024-00221-6
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/54/default.asp
https://www.helmholtz-munich.de/en/newsroom/news-all/artikel/innovative-antiviral-defense-with-new-crispr-tool
https://www.nature.com/articles/s41421-024-00672-1


研究者らは、タンパク質を同時に標識する新しい方法を開発した。この技術は、細胞生物学や創

薬において様々な応用が期待される。 

 

タンパク質の観察は、さまざまな分野の研究に不可欠である。細胞内のタンパク質の位置を追跡

することは、その機能を理解し探索するために必要である。しかし、蛍光標識はすべてのタンパク

質に個別に付けなければならないため、これは困難である。 

 

Austrian Academy of Sciences、分子医学研究センター（CeMM Research Center for Molecular 

Medicine of the Austrian Academy of Sciences）の研究者たちは、この問題に対処するため、ビジ

ュアル・プロテオミクス細胞（vpCells）を開発した。この自動化されたハイスループット手法では、

CRISPR-Cas9を用いて蛍光タンパク質を研究対象のタンパク質に付着させる。その後、AI支援

画像認識システムがマーキングされたタンパク質を分析し、蛍光顕微鏡画像に基づいてどの細胞

にあるかを特定する。この研究成果は、健康産業におけるこの技術の可能性を示している。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。Nature Cell Biology  

 

 

環境 

 

作物バイオテクノロジーと気候変動緩和の関連性を明らかにする研究結果 

 

カナダの University of Saskatchewan と University of Victoriaの研究者が、気候変動の緩和と適

応に対する作物バイオテクノロジーの貢献に関する査読済み研究を分析・評価した。主執筆者で

ある Stuart J. Smyth氏らの GM Crops and Food誌に掲載された研究結果は、主要作物における
遺伝子組換え（GM）形質と、その結果生じる農法の変化に焦点を当てている。 

 

この研究では、遺伝子組換え作物は気候変動の緩和に役立つと結論づけている。しかし、研究者

たちは、科学、文献、証拠は、特により洗練された研究方法が適用されるにつれて、まだ発展途上

であることを認めている。また、規制環境も技術開発に一役買っているといっている。 

 

評価では、メリーランド科学的手法尺度（Maryland Scientific Methods Scale）と引用文献分析を用

いて、遺伝子組換え作物が気候変動緩和に有益であることを明らかにした。 また、変化する作物

栽培システム、地域の生態系と地球規模の気候、地域の経済・社会システムの複雑な相互作用を

完全に理解するためには、さらなる研究が必要であるとしている。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。 GM Crops and Food 

 

 

遺伝子編集サプリメント 

 

より優れた抗糖尿病植物のための TALEN 

https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/15/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/54/default.asp
https://www.nature.com/articles/s41556-024-01407-w
https://www.isaaa.org/resources/infographics/biotechcropsbenefits/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/43/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/infographics/biotechcropsbenefits/default.asp
https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/21645698.2024.2335701


 

Vivekanand Education Society の専門家と共同研究者らは、植物の抗糖尿病特性の改善におけ

る転写活性化因子様エフェクターヌクレアーゼ（transcription activator-like effector nucleases ；

TALENs）の役割に取り組んだ。Suman Ganger氏らが執筆したこの議論は、CRC Press社から発
売された書籍「Antidiabetic Potential of Plants in the Era of Omics」の 1章として出版された。 

 

TALENは、ゲノム編集のために開発された強力なツールのひとつである。TALENは、プログラム

可能な配列特異的 DNA結合ドメインと非特異的 DNA切断ドメインからなる人工エンドヌクレアー

ゼである。このツールは効率的かつ迅速にゲノムを改変することができるため、生物学的研究の有

力な選択肢となっている。TALENの有望な用途のひとつは、分子レベルでの改変をターゲットと

した従来の抗糖尿病薬物療法を補完または代替する植物代謝産物の生産に役立つことである。

著者らは、経路解明、二次代謝産物生産の強化、薬用植物における標的特性のためのノックアウ

ト変異体の作製のための TALENの使用に関する洞察を提供した。TALENのカスタマイズ能力

は、より優れた抗糖尿病植物を開発するためのツールの利点の一つとして強調されている。 

 

詳しくは、以下の Routledgeサイトから 無料でダウンロードできる。Antidiabetic Plants in the Era 
of Omics  
 

 

 

ゲノム編集により低ソラニン濃度の遺伝子組換えジャガイモが得られた 

 

Biocatalysis and Agricultural Biotechnology 誌に掲載された研究によると、ジャガイモの
solanidine galactosyltransferase（sgt1） 遺伝子を抑制することで、α-chaconineのレベルに変化を

与えることなく、α-solanineのレベルが低くなった。 

 

ジャガイモは、α-solanine とα-chaconine と呼ばれる 2つの主要なステロイド性グリコアルカロイ

ドを天然に産生するが、これらは大量に摂取するとヒトに毒性症状を引き起こす可能性がある。光

への暴露、物理的損傷、不適切な温度での保管など、ある種のストレス条件も、ジャガイモの

glycoalkaloidsの生産を増加させる原因となる。 

 

そこでインドの研究者らは、CRISPRi/dCas9-KRABを用いて sgt1を抑制し、ジャガイモのα-

solanine濃度を低下させた。これらの遺伝子組換えジャガイモの栄養分析では、野生型ジャガイ

モと比較して有意な変化は見られなかった。この研究結果は、改良された特性を持つゲノム編集

ジャガイモの開発に関する現在の研究を加速させるものである。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。Biocatalysis and Agricultural Biotechnology 

 

 

 

ゲノム編集がトマトの果実の成熟を早め、果実の硬度を高める 

 

https://www.isaaa.org/resources/infographics/talens/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/infographics/talens/default.asp
https://www.routledge.com/Antidiabetic-Potential-of-Plants-in-the-Era-of-Omics/Pandita-Pandita-Bhanu/p/book/9781774910085
https://www.routledge.com/Antidiabetic-Potential-of-Plants-in-the-Era-of-Omics/Pandita-Pandita-Bhanu/p/book/9781774910085
https://www.isaaa.org/gmapprovaldatabase/crop/default.asp?CropID=16
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/15/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/54/default.asp
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S1878818124001166


Plant Biotechnology Journal誌に掲載された研究によると、CRISPR-Cas9による SlEIN4AAのゲノ

ム編集は、果実の成熟を著しく早め、果実の硬度を増加させ、果実の貯蔵寿命を延ばすことが明

らかになった。 

 

トマトは、収穫後の果実の硬度が低下するため、収穫ロスが大きくなる。研究チームは、エチレン

受容体遺伝子 SlEIN4が、トマトの果実の発育と硬さに影響する重要な遺伝子であることを突き止
めた。そこで研究チームは、トマトの SIEIN4遺伝子を編集した場合の影響を研究した。 

 

その結果、SlEIN4は果皮細胞の大きさと密度に同時に影響を与えることで、果実の硬さを調節し
ている可能性が高いことが明らかになった。また、SlEIN4AAが果実中のペクチンを分解する酵素で

あるペクチナーゼの活性と発現を亢進し、果実の軟化と果実の硬さの低下に寄与していることも明

らかになった。研究者らは、果実の硬さを制御する SlEIN4の正確なメカニズムを理解するために
は、さらなる研究が必要であるとしている。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。Plant Biotechnology Journal 
 

 

 

作物の色を変えることで、ロボットが作物と雑草を区別できるようになる 

 

ゲノム編集によって植物の青色色素を増やすことで、除草除去が容易になるかもしれない。これは、

デンマークの University of Copenhagenの Pedro Correia氏と他の研究者が Trends in Plant 
Science誌に発表した論文によるものである。 

 

気候変動は作物に急速に影響を与えるため、雑草などのストレス要因に対する植物の耐性を向

上させるさまざまな方法が必要とされている。そこで研究者たちは、リモートセンシングで容易に認

識できるよう、作物に特徴的な形質を付加する方法を探ることになった。研究者らは、anthocyanin

や carotenoidの生産に関連する遺伝子をターゲットとした作物のゲノム編集や、農業における雑

草の自動認識を強化するための葉や種子の形態の変更を提案している。 

 

詳しくは以下のサイトをご覧ください。Trends in Plant Science 

 

 

https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/54/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/genomeediting/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/genomeediting/default.asp
https://www.isaaa.org/resources/publications/pocketk/15/default.asp
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/pbi.14352
https://www.isaaa.org/resources/genomeediting/default.asp
https://www.cell.com/trends/plant-science/fulltext/S1360-1385(24)00057-8

